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議会だより

　　　　　9月13日、町総合運動公園で
　　町小学校陸上競技大会が開かれました。
さまざまな競技のラスト種目は400メート
ルリレー。参加した6年生の男子選手たち
の迫力ある走りに応援も力が入ります。ア
ンカーにバトンが渡り、ラストスパート‼

【平成2₉年度決算】　
一般会計・特別会計を慎重に審査

【一般質問】
ふるさと納税や定住促進事業など２人が質問

・・・・・・・・・・２

・・・・・・・・・・・・・4

・・・8

・・・・・・13
【若者との意見交換会】
若者の選挙投票率、アップさせるには

【決算特別委員会】
全国唯一の電子投票、休止へ

バトンをつなげ！
！



平
成
2₉
年
度
決
算
あ
ら
ま
し

町制施行60周年記念事業　274万円
➡平成29年10月1日、六戸が村から町になって60

年の節目を迎えたため、記念式典を行いました。

大曲小学校用地整備
第Ｉ期工事　　　2761万円
➡保護者の駐車場や学校活動

用地を整備しました。

にんにくウイルスフリー種子　
購入助成事業補助金　485万円
➡種子購入代金の4分の1以内

（上限５万円）を助成。　　
121人が申請をしました。　

小型動力ポンプ付積載車
（第4分団：鶴喰、小平、
　柳町）　　1544万円
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9
月
定
例
会
が
９
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別

会
計
の
決
算
で
は
、
詳
し
く
審
議
す
る
た
め

に
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
２

日
間
の
期
間
を
設
け
、
11
日
は
一
般
会
計
、

12
日
は
特
別
会
計
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

（
決
算
特
別
委
員
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
は
６
、
７

㌻
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
定
例
会
の
本
会
議
で
は
、
平
成
29

年
度
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
を
は
じ
め
、

条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
人
事
案
件
を
含
む

17
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し

た
。（
詳
し
い
内
容
は
、
４
、
５
㌻
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
）

町長から報告された
財政健全化比率を紹介します

○　実質公債費比率
28年度　10.5％
29年度　10.0％

早期健全化基準　25.0％

※数値が大きいほど経費や借金の
支払いが大きく、財政運営が大
変な状況を示します。

平成29年度会計別決算の状況 　（金額：万円）

会計の種類 歳入（収入） 前年度
との比較 歳出（支出） 前年度

との比較

一 般 会 計 56億4928 △3億7977 54億8339 △3億5505

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 14億 679 △4134 13億7605 △5317

下 水 道 事 業 2億8186 △479 2億8186 △479

農 業 集 落 排 水 事 業 1億5209 1873 1億5209 1873

介 護 保 険 事 業 14億4594 3303 14億　991 1195

後 期 高 齢 者 医 療 1億1746 988 1億1730 1064

霊 園 事 業 918 15 918 15

国民健康保険診療所事業 4億3299 －　※ 4億3299 －　※

特 別 会 計 の 合 計 38億4633 － 37億7938 －

※金額はすべて1万円未満の金額を切り捨てているので、合計額と一致しません
※診療所事業は、平成29年10月から特別会計になりました。
　よって、前年度との数値を比較できないため、“－”と表記しています

一般会計56億円、特別会計38億円を認定
学 校 教 育 関 連 を 重 点 整 備 し ま し た

昨年度の 注目事業は

「ろくのへ議会だより」には議会に関係した用語が出てきます。
今回は、決算特別委員会に関連した用語をご紹介します。

議会用語
トピックス

記念式典

学校の
用地整備

車輌更新



議会の会議室
会議システム

改修工事
410万円

大曲小学校なかよし会
学童保育所増築工事　2052万円
➡76平方メートルを増築しました。

にんにくウイルスフリー種子　
購入助成事業補助金　485万円
➡種子購入代金の4分の1以内

（上限５万円）を助成。　　
121人が申請をしました。　

小型動力ポンプ付積載車
（第4分団：鶴喰、小平、
　柳町）　　1544万円
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町の借金っていくら？貯金はどのくらい？

45億
5436万円
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52
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58

60

H25 H26 H27 H28 H29

（億円）（億円）

（年度）

町
債（
町
の
借
金
）残
高

基
金（
町
の
貯
金
）残
高47億

7896万円
48億
9574万円

50億
214万円

町債残高
51億
8260万円

基金残高
28億
834万円

28億
5524万円

25億
9791万円

30億
2960万円

30億
9207万円

過去５年間の町の借金と貯金の残高をグラフ化したもの。借金は減り、貯金は増えている。

決算を審査している
吉田透代表監査委員(左)と母良田昭監査委員(右)

健全な財政運営で
適正水準

税や使用料の
適切な徴収を

一般会計56億円、特別会計38億円を認定
学 校 教 育 関 連 を 重 点 整 備 し ま し た

昨年度の 注目事業は

１
決算…一定期間の収入や支出の総実績（内容）を明らかにすることです。
　　　これによって作られた資料が「決算書」になります。

議会用語
トピックス

　平成29年度一般会計歳入歳出決算
及び各特別会計は適正水準であった。
　財政運営は、町債（町の借金）の
残高を減らし、各基金（町の貯金）
へ積み立てを行い、前年度同様、健
全な運営であったと評価できる。財
政力指数や経常収支比率等の財政指
標の動きも適正な範囲内での増減だ
ったと認められる。
　引き続き、行財政改革に積極的に
取り組むとともに、より効果的で効
率的な財政運営を行ってほしい。

　町の収入源である税や使用料など
の収納率の向上は見られたものの、
滞納率が上回っていた。
　財源の確保や利用者負担の公平・
公正から、より一層の債権管理を強
化し、適切な徴収に努めてほしい。

監 査 意 見

音響
システム

改修

学童
保育所
増築

購入補助



●❶導入経緯…全国で相次ぐ選挙事務のミスの
改善、選挙結果の迅速な公表が
求められていた。

➡電子投票がベスト！
平成15年９月11日、町議会の議員および
町長の選挙に電子投票機による投票を定
める条例を町議会に提案→可決

●❷六戸町長選挙（平成16年１月18日）
　➡町で最初の電子投票を実施
　○投票総数　7,195票
　　うち、有効投票　7,193票
　　　　　無効投票　　　２票
　　投票機の操作を途中で終了した者　61名
　○開票所要時間23分
　　（電子投票分は約10分）
●❸その後、町議会議員選挙も同様に電子投票
で実施。平成30年９月現在まで電子投票に
よる選挙を６回執行したが、六戸町では一
度もトラブルはなかった。
●❹平成30年２月26日、電子投票の機器をリー
スしてきた団体が、新しい機器を供給でき
なくなり、電子投票の実施が難しくなった。
➡同年９月、電子投票機による投票を休止
とする条例改正を議会に提案→可決
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９
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

条
例
改
正

◇
町
議
会
議
員
お
よ
び
町
長

選
挙
の
電
子
投
票
を
休
止

　

六
戸
町
で
は
電
磁
的
記
録

式
投
票
機
を
使
っ
た
選
挙

（
電
子
投
票
）
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
10
月

以
降
の
電
子
投
票
に
よ
る
選

挙
は
当
分
の
間
休
止
と
な
り

ま
す
。

　

質

疑

問　

山
本　

実　

議
員

　
「
当
分
の
間
休
止
」と
あ
る

が
、
い
つ
ま
で
か

答
　
吉
田
町
長

　

具
体
的
に
は
申
し
上
げ
ら

れ
ま
せ
ん
。
国
会
と
総
務
省

選
挙
部
と
相
談
し
、
電
子
投

票
が
可
能
に
な
る
と
き
に
、

ま
た
再
開
す
る
と
思
い
ま
す
。

問　

高
坂　

茂　

議
員

　

国
で
電
子
投
票
を
実
施
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
て
や
っ
て
い

く
の
か

答
　
吉
田
町
長

　

国
で
電
子
投
票
の
実
施
が

決
ま
れ
ば
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

川
村　

重
光　

議
員

　

電
子
投
票
の
実
施
団
体
は

全
国
で
も
六
戸
町
だ
け
だ
。

「
当
分
の
間
適
用
し
な
い
」

と
い
う
曖
昧
な
言
葉
を
条
例

に
載
せ
て
い
い
も
の
か

答
　
吉
田
町
長

　

こ
の
条
例
を
い
っ
た
ん
白

紙
に
し
て
新
た
に
、
と
い
う

の
も
一
つ
の
方
法
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
ま
で
の

経
過
を
踏
ま
え
た
中
で
の
状

況
に
し
た
い
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

財
産
取
得

◇
超
音
波
診
断
装
置

　

国
民
健
康
保
険
診
療
所
で
、

超
音
波
を
使
っ
て
身
体
の
検

査
を
行
う
装
置
を
導
入
し
ま

す
。

▼
契
約
金
額　

９
１
８
万
円

▼
相
手
方　

有
限
会
社
サ
ク

ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
５
０
9
４
万
を

増
額

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
歳
入
歳
出
に

５
０
９
４
万
円
を
増
額
し
、

総
額
62
億
９
９
６
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
除
雪
業
務
ほ
か

（
４
６
２
８
万
円
）

▼
メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス

タ
事
業
（
仮
設
ス
テ
ー
ジ

と
ト
イ
レ
の
設
置
）

（
１
０
２
万
円
）

　

現
在
、
町
総
合
体
育
館
が

改
修
工
事
で
使
用
で
き
な
い

た
め
、
屋
外
に
設
置
し
ま
す
。

人
事
案
件

◇
教
育
委
員

　

次
の
方
を
教
育
委
員
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

33
年
９
月
13
日
ま
で
３
年
間

で
す
。

▼
下
田　

勝
さ
ん

（
七
百
）
新
任

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　

次
の
方
を
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
33
年

10
月
19
日
ま
で
３
年
間
で
す
。

▼
吉
田　

桓
紀
さ
ん

（
上
吉
田
）
再
任

請
負
契
約

◇
大
曲
小
学
校
校
舎
を
防
音

仕
様
に
（
８
５
６
万
円
）

　

現
在
、
大
曲
小
学
校
校
舎

の
増
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
東
北
防
衛
局
よ
り
補

助
金
の
決
定
が
あ
っ
た
た
め
、

サ
ッ
シ
な
ど
を
防
音
仕
様
に

変
更
し
ま
す
。
変
更
後
の
請

負
金
額
は
、
２
億
７
４
２
４

万
円
で
す
。

全
国
唯
一

電
子
投
票

休
止

の

へ

、

2
決算特別委員会…9月定例会には町長から前年度の「決算認定案」が提出されます。議員は、決算の内容を
　　　　　　　　十分に時間をかけて審査するために、「決算特別委員会」を設置します。

議会用語
トピックス

六戸町　電子投票休止までの流れ



議
決
結
果
一
覧
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議案
番号

議　　案　　名

長
根　

一
男

種
市　

正
孝

杉
山　

茂
夫

久
田　

伸
一

高
坂　
　

茂

下
田　

敏
美

川
村　

重
光

河
野　
　

豊

母
良
田　

昭

山
本　
　

実

苫
米
地
繁
雄

審
査
結
果

採　

決　

日
議案�
※

工事の請負契約
（大曲小学校校舎の防音事業改築工事2億6568万円） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決
7
月
17
日

報告③ 29年度青森県新産業都市建設事業団の事業の決算報告
（金矢工業用地造成工事に関わるものを含む） － － － － － － － － － － －

報
　
告

9
月
13
日

報告④ 29年度六戸町健全化判断比率の報告 － － － － － － － － － － －

報告⑤ 29年度六戸町資金不足比率の報告 － － － － － － － － － － －

認定① 29年度六戸町一般会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認
　
　
定

認定② 29年度六戸町国民健康保険事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定③ 29年度六戸町下水道事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定④ 29年度六戸町農業集落排水事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定⑤ 29年度六戸町介護保険事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定⑥ 29年度六戸町後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定⑦ 29年度六戸町霊園事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定⑧ 29年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町防災会議条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
　
　
決

議案� 六戸町議会の議員及び六戸町長の選挙における電磁的記録式
投票機による投票に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町記号式投票に関する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町乳幼児医療費給付条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町重度心身障害者医療費助成条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 六戸町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基
準等を定める条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 30年度六戸町一般会計補正予算（第2号）
（5049万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 30年度六戸町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
（291万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 30年度六戸町下水道事業特別会計補正予算（第1号）
（43万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 30年度六戸町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）（2613万
円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 30年度六戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
（29万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 30年度六戸町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算
（第2号）（114万円の増額補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 財産の取得（超音波診断装置：918万円） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案� 工事の請負契約の変更（大曲小学校舎の防音改築工事856万円
を追加。変更後は2億7424万円） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意③ 六戸町固定資産評価審査委員会委員の選任
（吉田桓紀氏＝上吉田、再任） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同

　
意同意④ 六戸町教育委員会委員の任命（下田勝氏＝七百、新任） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の ・賛成が○、反対は×と表示しています。
・退は退席、欠は欠席を表示しています。
・円子德通議長は裁決には加わりません。否賛

※７月1₇日に開かれた臨時会で提出された議案です。

3
特別委員会…議会が特に必要と認めたものを審査するために、期間限定で開かれる委員会のことです。
　　　　　　予算や決算を審査するときに特別委員会を開きます。

議会用語
トピックス
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決
算
特
別
委
員
会

「
黒
字
」の
考
え
方

問　

山
本　

実　

委
員

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
て
１
億
６
５
０
０
万
円
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
基
金
を
取

り
崩
し
て
の
金
額
で
あ
る
。

　

基
金
（
貯
金
）
を
崩
し
て

の
「
黒
字
」
は
違
和
感
を
覚

え
る
。
会
計
法
上
、
問
題
は

な
い
そ
う
だ
が
、
説
明
を

答
　
円
子
企
画
財
政
課
長

　

一
般
会
計
の
中
に
収
入
と

し
て
見
込
め
る
も
の
は
収
入

と
と
ら
え
ま
す
。
よ
っ
て
、

基
金
の
取
り
崩
し
も
収
入
の

一
つ
で
す
。
そ
の
差
し
引
き

が
黒
字
か
赤
字
か
と
い
う
、

そ
れ
だ
け
の
表
現
で
す
。

ソ
ー
ラ
ー
発
電

に
よ
る
税
収
入

問　

下
田　

敏
美　

委
員

　

町
長
の
提
案
理
由
の
説
明

で
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
増

加
に
よ
っ
て
歳
入
が
増
え
て
、

地
方
交
付
税
が
減
っ
た
と
言

っ
て
い
た
。
町
内
の
太
陽
光

発
電
施
設
の
面
積
と
固
定
資

産
税
額
は
ど
の
く
ら
い
か

答
　
吉
田
税
務
課
長

　

29
年
度
決
算
で
は
、
面
積

は
79
㌶
、
固
定
資
産
税
額
は

５
４
０
０
万
円
程
度
と
な
り

ま
し
た
。入

湯
税
の
増
加

問　

下
田　

敏
美　

委
員

　

入
湯
税
で
２
２
２
５
万
円

と
あ
る
。
一
日
あ
た
り
４
０

６
人
が
利
用
し
て
い
る
計
算

に
な
る
。
結
構
す
ご
い
金
額

だ
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
税
額
を
増
や

す
た
め
に
も
、
町
の
観
光
に

つ
い
て
、
今
後
の
支
援
策
を

伺
い
た
い

答
　
吉
田
町
長

　

入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
あ

り
が
た
い
状
況
で
推
移
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
入
湯
関

係
と
い
う
よ
り
観
光
全
体
へ

の
支
援
と
し
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
の
動
向
を

踏
ま
え
、
対
応
し
ま
す
。

歳
　
　
出

固
定
資
産
税
の

不
納
欠
損
金
　

問　

川
村　

重
光　

委
員

　

税
収
が
28
年
度
よ
り
増
え

た
半
面
、
不
納
欠
損
金
も
増

え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
固

定
資
産
税
の
不
納
欠
損
金
が

６
０
０
万
円
も
あ
る
。
詳
し

い
内
訳
は

答
　
吉
田
税
務
課
長

　

固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損

の
理
由
で
す
が
、
主
な
内
訳

と
し
て
、
ま
ず
、
滞
納
処
分

の
執
行
停
止
後
３
年
経
過
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
活

困
き
ゅ
う
に
よ
る
も
の
が
11

件
66
万
円
。
次
に
、
差
し
押

さ
え
る
財
産
が
な
い
21
件
と

法
人
の
廃
業
１
件
で
92
万
円
、

最
後
に
５
年
経
過
に
よ
る
時

効
で
欠
損
さ
れ
た
27
件
４
６

７
万
円
、
と
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
目
　
　
　

問　

下
田　

敏
美　

委
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
謝

礼
と
し
て
10
万
６
千
円
と
あ

る
。
魅
力
あ
る
品
目
と
し
て
、

町
内
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
利

用
券
や
無
料
券
、
温
泉
宿
泊

施
設
の
一
泊
無
料
券
、
こ
の

２
つ
を
追
加
し
て
は
ど
う
か

答
　
保
土
澤
副
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
謝

礼
は
寄
附
額
の
３
割
以
内
と

い
う
総
務
省
の
見
解
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
抵
触

し
な
い
よ
う
に
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
の
今
後
　
　

問　

河
野　

豊　

委
員

　

プ
レ
ミ
ア
ム
シ
ャ
モ
ロ
ッ

ク
の
生
産
を
支
援
す
る
補
助

金
と
し
て
35
万
円
が
あ
る
。

　
「
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
ャ
モ
ロ

ッ
ク
」
は
六
戸
の
名
産
品
と

い
う
こ
と
で
名
前
は
売
れ
て

き
て
い
る
も
の
の
、
生
産
者

は
３
人
し
か
い
な
い
た
め
か

実
物
が
手
に
入
り
に
く
い
。

町
民
の
方
か
ら
も
よ
く
聞
か

れ
る
。
町
と
し
て
の
将
来
的

な
見
通
し
は

答
　
高
橋
産
業
課
長

　

プ
レ
ミ
ア
ム
シ
ャ
モ
ロ
ッ

ク
の
肉
が
手
に
入
り
に
く
い

の
は
、
県
か
ら
の
ひ
な
の
供

給
量
が
限
ら
れ
て
い
る
の
が

理
由
の
一
つ
で
す
。
よ
っ
て
、

生
産
者
が
少
な
く
、
生
産
羽

数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

次
に
、
町
内
で
の
販
売
箇

所
は
、
原
則
的
に
町
内
の
飲

食
店
へ
優
先
的
に
卸
し
て
お

り
、
精
肉
は
道
の
駅
へ
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、
ひ
な

の
供
給
量
の
増
加
を
県
が
対

応
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
の
決
算
を
認
定
す
る
か
ど
う
か
を

審
議
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
高
坂
茂

委
員
長
・
委
員
11
人
）
は
、
９
月
11
日
、

12
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
が
認
定
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
出
さ
れ
た
質
疑
を
要
約

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
　
　
入

み
ん
な
の
お
金

掘
り
下
げ
て
、聞
く
!!

町
内
に
多
く
見
ら
れ
る

ソ
ー
ラ
ー
発
電
群

青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
・
ザ
・

プ
レ
ミ
ア
ム
＃
６（
ナ
ン
バ
ー
シ
ッ
ク
ス
）

４ 決算特別委員…決算を審査する人たちのことです。当町では議会議員12名全員が決算特別委員に選任されます。議会用語
トピックス
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ま
し
た
の
で
、
増
産
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
の
問
題
も
、

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
生
産
組
合
と

産
業
課
、
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会

と
一
緒
に
生
産
者
の
育
成
に

努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

鳥
獣
の
捕
獲

問　

河
野　

豊　

委
員

　

鳥
獣
捕
獲
等
許
可
申
請
・

許
可
証
交
付
と
し
て
、
カ
ラ

ス
を
86
羽
捕
獲
し
た
と
あ
る
。

決
算
報
告
書
に
金
額
の
記
載

は
な
い
が
、
詳
細
は
。

　

ま
た
、
狩
猟
や
捕
獲
に
携

わ
っ
て
い
る
団
体
を
知
り
た

い答
　
高
橋
産
業
課
長

　

青
森
県
猟
友
会
の
六
戸
支

部
に
在
籍
す
る
６
名
が
狩
猟

や
捕
獲
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
有
害
駆
除

と
し
て
捕
獲
を
し
た
い
と
申

し
出
た
方
に
許
可
証
を
発
行

し
た
も
の
で
、
予
算
は
か
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

町
道
の
除
草

問　

種
市　

正
孝　

委
員

　

町
道
の
除
草
業
務
を
行
っ

た
路
線
は
、
ど
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
た
の
か
。
職
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
は

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　

町
道
除
草
業
務
を
行
っ
た

路
線
は
、
主
に
交
通
量
の
多

い
と
こ
ろ
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
交
通
量
の
少
な
い
路

線
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
や

地
元
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

実
施
も
可
能
で
す
。
要
望
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
随
時
行
っ
て

お
り
、
ひ
ど
い
所
が
あ
れ
ば
、

業
者
に
委
託
し
除
草
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問　

久
田　

伸
一　

委
員

　

町
道
に
は
縁
石
と
歩
道
が

あ
る
が
、
縁
石
に
す
ご
い
草

が
伸
び
て
い
る
。
草
が
伸
び

て
い
る
と
、
歩
行
の
邪
魔
で

あ
り
、
さ
ら
に
通
学
路
の
歩

道
も
同
様
で
あ
る
。
道
路
だ

け
で
は
な
く
、
歩
道
や
縁
石

に
も
気
を
配
っ
て
ほ
し
い

答
　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　

線
幹
道
路
の
縁
石
も
除
草

作
業
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
。
県
道
に
つ
い
て
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
で
気
が
つ
い
た
分

や
、
住
民
の
方
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
分
を
県
へ
連
絡
し
、

作
業
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

決算書と決算報告書をもとに審議

縁
石
に
草

一 般 質 問

次のページは

　9月定例会の4日目に一般質問が
行われ、杉山茂夫議員、種市正孝議
員が登壇しました。
　一般質問は、3月、6月、9月、
12月に行われる定例会において、議
員が町の施策の状況や将来の方針な
どについて、問いただしたりするこ
とをいいます。

質問者と内容

杉
すぎ

山
やま

 茂
しげ

夫
お

議員

種
たね

市
いち

 正
まさ

孝
たか

議員

8ページ

９ページ

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して
議員が質問できます

・質問項目は事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行
われます

・質問形式は「一問一答方式」で行
います

・同一項目について質問の制限はあ
りません

・一人60分の制限時間があります

①県道押込交差点の交通安全対策は
②ふるさと納税の今後の対応は
③ラジオ体操の普及を図るため、Ｎ
ＨＫ巡回ラジオ体操の招致の考えは

①新たなる定住促進事業を

5
委員会の出席者…決算特別委員会には、決算認定案を提出した町からは町長、副町長、
　　　　　　　　教育長ほか課長等及び、決算審査をした代表監査委員が出席します。

議会用語
トピックス
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杉
すぎ

山
やま

 茂
しげ

夫
お

議員

問　
県
道
主
要
地
方
道
八

戸
三
沢
線
の
押
込
交
差

点
は
、
通
学
路
や
お
寺
に
行

く
高
齢
者
が
横
断
す
る
交
差

点
で
、
交
通
事
故
の
要
注
意

箇
所
で
あ
る
。
道
路
拡
幅
な

ど
県
に
要
望
す
る
考
え
は

問　
ふ
る
さ
と
納
税
が
81

万
円
の
赤
字
と
報
道
さ

れ
た
が
、
昨
年
度
の
寄
附
額

と
控
除
額
の
件
数
と
金
額
は

町
長　
平
成
29
年
度
実
績

は
寄
附
が
15
件
で
85

万
円
、
住
民
税
控
除
が
48
件

で
１
６
６
万
2
千
円
で
す
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
収

支
を
黒
字
と
す
る
た
め
、

寄
附
額
の
増
収
を
図
る
た
め

の
Ｐ
Ｒ
や
返
礼
品
な
ど
今
後

の
取
り
組
み
は

県道押込交差点の交通安全対策は
通行車両の状況を調査し、県に要望したい ― 町長

ふるさと納税の
今後の対応は

ふるさとチョイスのサイトと
検討チームで適切に ― 町長

町
長　
昨
年
度
ま
で
は
広

報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
で
し
た
が
、
本
年

4
月
よ
り
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、

Ｐ
Ｒ
効
果
は
拡
大
し
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
返
礼
品
の
充

実
で
は
、
町
ふ
る
さ
と
納
税

特
典
検
討
チ
ー
ム
が
中
心
と

な
り
、
総
務
省
の
指
導
に
沿

っ
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

問　
大
館
市
の
秋
田
犬
の

保
存
や
弘
前
市
の
一
口

城
主
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
的
発

想
で
、
例
え
ば
舘
野
公
園
や

奥
入
瀬
川
河
川
敷
の
桜
植
樹

オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
の
考
え

は副
町
長　

ふ
る
さ
と
納
税

の
意
思
表
示
の
切

り
口
は
、
自
治
体
宛
て
や
返

礼
品
の
魅
力
、
あ
る
い
は
災

害
支
援
等
、
納
税
す
る
き
っ

か
け
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ

場
な
ど
金
券
的
な
も
の
も
含

め
、
総
務
省
の
通
達
を
も
と

に
適
正
な
も
の
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
良
い
ア
イ
デ
ア

が
あ
り
ま
し
た
ら
検
討
チ
ー

ム
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町
長　
見
通
し
の
確
保
な

ど
交
差
点
改
良
や
拡

幅
整
備
が
交
通
事
故
防
止
対

策
上
必
要
と
考
え
、
通
行
車

両
の
状
況
を
調
査
し
、
県
単

独
道
路
事
業
の
視
距
改
良
の

要
望
等
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
事
故
多
発
の
押
込
交
差
点

問　
２
年
後
の
町
総
合
体

育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
記
念
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
招
致
の

考
え
は

町
長　
ラ
ジ
オ
体
操
は
、

町
民
の
運
動
意
識
の

高
揚
と
健
康
増
進
施
策
の
一

環
と
し
て
有
意
義
な
も
の
と

考
え
て
お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
・
オ
ー
プ
ン
の
関
連
事
業

を
初
め
、
実
施
に
向
け
て
調

査
し
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

ラジオ体操の普及を図るため、
NHK巡回ラジオ体操の招致の考えは
招致に向けて調査し、

取り組んでみたい ― 町長

6
開催は２日間…町の会計は、一般会計と７つの特別会計があります。
　　　　　　　1日目に一般会計を、2日目にすべての特別会計を審査します。

議会用語
トピックス
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問　
現
在
、
当
町
で
行
わ

れ
て
い
る
定
住
促
進
事

業
は町

長　
新
築
住
宅
の
建
設

費
用
の
３
％
（
限
度

額
50
万
円
）
を
補
助
す
る
、

定
住
促
進
新
築
住
宅
建
設
補

助
金
事
業
。
40
歳
未
満
の
夫

婦
に
は
10
万
円
加
算
さ
れ
ま

す
。

　

民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
す

る
若
者
夫
婦
の
家
賃
の
一
部

（
限
度
額
２
万
円
で
２
年
間
）

を
補
助
す
る
、
若
者
定
住
支

援
事
業
で
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
な
ど

の
、
子
育
て
支
援
事
業
も
、

広
い
意
味
で
の
定
住
事
業
と

考
え
て
い
ま
す
。

新たなる定住促進事業を
当面は現在実施中の事業のみで ― 町長

問　
近
隣
の
自
治
体
も
当

町
と
類
似
し
た
定
住
促

進
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
、

今
後
の
当
町
の
定
住
促
進
事

業
の
効
果
は

町
長　
現
在
は
定
住
促
進

事
業
と
地
理
的
優
位

性
か
ら
、
人
口
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
社
会
情

勢
な
ど
か
ら
、
い
ま
ま
で
の

よ
う
に
は
い
か
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

種
たね

市
いち

 正
まさ

孝
たか

議員

問　
他
の
自
治
体
で
も
、

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
、
奨
学
金
返
済
額
の
一

部
助
成
を
、
町
内
の
子
供
達

の
Ｕ
タ
ー
ン
定
住
に
つ
な
げ

る
考
え
は

町
長　
一
定
の
成
果
が
期

待
で
き
る
と
思
う
が
、

奨
学
金
利
用
者
を
対
象
に
優

遇
措
置
を
行
う
こ
と
は
、
初

め
か
ら
地
元
を
拠
点
に
就
労

し
て
い
る
人
た
ち
と
の
整
合

性
の
観
点
か
ら
理
解
を
得
難

い
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
二
つ
の

定
住
促
進
事
業
を
中
心
に
、

子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
し
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
、
定
住
効

果
を
上
げ
る
近
道
と
考
え
ま

す
。問　

若
い
方
々
の
定
住
を

促
す
と
と
も
に
、
子
育

て
や
介
護
の
支
え
合
い
の
促

進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
次
世
代
の
担
い
手
の
確
保

等
の
観
点
か
ら
、
三
世
代
同

居
の
為
の
増
改
築
等
費
用
の

一
部
助
成
を
行
う
考
え
は

町
長　
三
世
代
同
居
を
進

め
る
こ
と
が
、
定
住

施
策
と
し
て
、
ど
の
程
度
効

果
が
あ
る
の
か
、
予
想
で
き

な
い
事
案
で
あ
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
実

施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
二
つ
の

定
住
事
業
に
予
算
的
に
も
相

人口が増え続ける小松ケ丘地区

当
の
金
額
を
充
て
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

問　
町
全
体
で
は
、
人
口

増
と
な
っ
て
い
る
が
、

既
存
の
地
区
で
は
人
口
が
減

少
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
区
へ
の
定
住

を
促
す
意
味
で
も
、
三
世
代

同
居
の
為
の
助
成
を
行
う
事

は
出
来
な
い
か

町
長　
助
成
を
行
う
事
に

よ
っ
て
、
地
域
の
偏

在
的
な
意
味
合
い
が
、
解
消

・
改
善
す
る
か
と
い
う
と
、

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
、
検
討
を
し
て
い
る

周
辺
自
治
体
を
調
査
し
、
今

後
三
世
代
と
い
う
部
分
は
六

戸
町
で
ど
う
す
る
の
か
、
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
委員会中の質疑…決算の審査中に詳しく内容を知りたいときは、委員は町側に対し、
　　　　　　　　問いただすことができます。質疑する回数の制限は原則ありません。

議会用語
トピックス
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松本
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十日町
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中津川

軽井沢

甲府

能登半島
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県
外
視
察
研
修
報
告　

　佐久市議会では、意見交換会を広
報広聴特別委員会が主管し、市民か
らの意見や要望は、常任委員会や特
別委員会に振り分けられ、翌年の議
会報告意見交換会で報告、または今
後の議員活動に生かしています。
　また、市議会の総意として市政に
反映する時は、各委員会で政策検討
会幹事会へ提案し、議会の意見集約
を経て市へ提言しています。
　実際、議員提案による佐久市手話
言語条例や佐久市清酒の普及の促進
に関する条例等を制定し、佐久市民
の日の議場コンサートも行っていま
す。　　　　　　［杉山　茂夫 議員］

　射水市の「明日の射水市を担う若
者定住助成金制度」は、奨学金返還
額の一部を市で助成し、若者の定
住・移住を促そうという制度です。
　また、津幡町の「三世代ファミリ
ー同居等促進事業」は、祖父母世代
と親子世代で同居を行うための新
築・増改築等の費用を町が一部補助
する事業です。三世代が同じ家で暮
らすことで子育てしやすい環境を整
備し、定住人口の増加を目的とした
ものです。以上の２点は当町でも導
入を検討すべき事業ではないかと感
じました。　　　［種市　正孝 議員］

　佐久市議会は「議会と語ろう会」
を実施し、車座による意見交換から
議員提案で手話言語条例を制定し、
障がいのある方に優しいまちづくり
のきっかけとなりました。
　立山町の「まちなかファーム」は、
町内農家の生産活動を支援した取り
組みです。また、射水市の空き家対
策、津幡町の定住促進事業の取り組
みを通じて、市民・町民に開かれた
議会を目指してがんばっていると思
いました。　　　［長根　一男 議員］

　7月30日から8月2日まで、議会
議員全員による県外視察研修を行い
ました。議会改革の取り組みと意見
交換会について長野県佐久市議会、
地元の特産品を使った地域活性化施
設を学ぶ富山県立山町、空き家対策
事業の富山県射水市、定住促進を支
援・結婚相談事業の石川県津幡町の
計４市町を視察しました。
　全議員の感想をご紹介します。

県外視察研修報告

先進地に学ぶ
議会改革・空き家対策・定住促進・結婚支援

富山県射
い
水
みず
市

●空き家対策事業の取り組み
➡老朽空き家の解体や解体後の
跡地利用補助／空き家情報バ
ンク開設

●議場システム視察
　（Ｈ2₈年度導入）

石川県津
つ
幡
ばた
町

●定住促進支援制度の取り組み
➡三世代ファミリー同居等促進
事業補助金／農村定住奨励金
／結婚相談事業

長野県佐
さ
久
く
市議会

●議会改革の取り組みと意見交換会
➡意見交換会実施後の検証／議員間
の自由討議／佐久市手話言語条例
の制定に至るまで（Ｈ2₈年度導入）

事業の説明を受ける（津幡町役場にて） 地元ブランドを販売する「立山町まちなかファーム」

富山県立
たて
山
やま
町

●地域活性化施設「立山町まちなか
ファーム」
➡町内産の米を使った米粉パンの製
造・販売／立山ブランド認定品等
特産品の販売

市民・町民に開かれた議会当町でも導入検討を意見交換から議員提案へ

8 会場…委員会は役場3階の第二会議室で行います。議場では行っていません。議会用語
トピックス
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　佐久市議会では、平成26年度から、
市内に出向いて意見交換会を開催し
ています。参加者を増やすために、
意見交換会を車座で実施するなど、
話しやすい雰囲気づくりに工夫を凝
らしていました。
　六戸町議会でも、意見交換会の開
催方法の工夫や、政策提言・条例制
定等これからの議会改革を進めるた
めにも、議員間討議を行わなければ
ならないと感じました。

［母良田　昭 議員］

　立山町で「まちなかファーム」を
視察研修しました。町の中心商店街
を活性化するため、老朽化したまち
の駅を建て替え、町内農家の生産活
動を支援した取り組みについて学ぶ
ことができました。
　津幡町では、定住促進支援制度に
ついて研修しました。なかでも三世
代で同居等を行うための住宅取得に
要する費用の一部補助、または農山
村地区限定で定住奨励金制度を実施
するなど勉強になりました。これら
視察研修したことを今後、提言して
いきたいと思います。

［山本　実 議員］

　佐久市議会の意見交換会は、住民
の自主的な参加がされているとのこ
と。議員の皆さんの平素からの活動
が住民の自主参加を促していると思
いました。私ども議員もそのような
活動を行わなければならないと感じ
ました。
　立山町の「まちなかファーム」は
町の中央にあり、地産販売のイベン
トを頻繁に開催していることから、
町中心部から活性化を図ろうとする
熱意を感じました。
　射水市の老朽空き家の解体や解体
後の跡地利用補助、津幡町の三世代
ファミリー同居等促進事業や、結婚
相談事業の取り組みは素晴らしいと
思うし、当町も実施の余地があると
思います。　　［苫米地　繁雄 議員］

　当町は八戸市、三沢市、十和田市
に多数が通勤するベッドタウンです。
定住対策を行っており、人口は増加
傾向にあるものの、近い将来、当町
の人口も減少すると思われます。
　その際は、町の特性を活かした活
性化が重要課題で、農村地域の持続
が求められます。農村部や市街地の
「活性化」、「人口減少」対策に農村
定住奨励金、空き家バンク奨励金、
三世代同居促進奨励金等の活用が有
効だと思われます。

［川村　重光 議員］

　射水市は空き家対策について、生
活環境の保全・安全安心な地域社会
の実現に寄与することを目的に、か
なり踏み込んだ支援事業が実施され
ていました。
　法律で規制するだけではなく、行
動を起こさせることも大切なことと
受け止めました。事実、解体補助金
については目標値を超えている勢い
でした。
　そのほか、三世代同居住宅支援事
業や空き家情報のネッワーク化、
PR等も工夫をして経費をかけない
やり方をしていました。六戸町でも
今後発生するであろう空き家対策に
大いに参考になりました。

　［河野　豊 議員］

　佐久市議会では、基本条例を平成
25年３月に制定し、同年４月に施行、
以来国内でも先進の取り組みを行っ
ています。
　毎年市内5地区（小学校学区）の
会場での議会報告・意見交換会「議
員と語ろう会」を実施しています。
特に、意見交換会で出た意見や課題
について、議会内で検証し、分析・
分類し、市執行部への政策立案・提
言へと、そのシステムがしっかり確
立しているのが、とても印象に残り
ました。　　　　［円子　德通 議員］

　石川県のほぼ中央に位置し、金沢
市のベッドタウンでもある津幡町に
おいて、定住促進支援制度と結婚相
談事業の取り組みを視察しました。
定住につなげる事業としていろいろ
な政策を取り入れ、年間約150件
の定住の奨励金が利用されています。
　結婚相談事業では、結婚推進委員
を設けて婚活イベント等を支援。結
婚のためのアドバイスや相談を受け、
成婚につながっており、人口増へと
結びついています。
　今後当町でも定住促進・人口増に
つながる、こまやかな政策を講じる
べきと感じました。

　［久田　伸一 議員］

　佐久市議会の意見交換会は、身近
における問題点について、即議員間
で討議し解決に向けた対応が印象深
かったです。
　射水市の空き家対策については、
我々も勉強し真剣に取り組む必要が
あると感じました。
　津幡町の定住促進支援制度は、社
会増対策と自然増対策の２本柱で策
定されており、非常に興味深い内容
でした。特に、結婚相談事業は大い
に期待していたが、結果については
とても厳しいものだと感じました。

［高坂　茂 議員］

　佐久市議会では、平成23年度から
「議会報告会・意見交換会」を実施
していますが、最初は住民の関心も
あり、335名の参加がありましたが、
昨年度は 72名まで落ち込んだそう
です。担当は、広報広聴特別委員会
でした。
　当町と同じ悩みを抱えており、今
後は議会基本条例に沿った活動をし
ていくために、視察で得た教訓をも
とに多くの住民が参加する「議会報
告会」を目指して取り組みます。

［下田　敏美 議員］

人口増へつなぐ
こまやかな政策

町の特性を活かした対策を議員間討議は議会改革の要

工夫された空き家対策
視察研修を活かした提言へ

結果が厳しい結婚相談事業

住民が多く参加する
報告会を

政策提案まで確立した
システム

現場で感じた熱意

9
審議中は録音…決算特別委員会の審議は全て録音しています。特別委員会も
　　　　　　　定例会の議事録と同様に、全文を活字で記録し保存しています。

議会用語
トピックス



　
　

　
　

　
　

　

開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

議会改革、意見を交換
議
会
傍
聴い

か
が
で
す
か
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議
会
だ
よ
り
の
更
な
る
向
上

の
た
め
、
10
月
10
日
、
東
京
で

の
全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

に
参
加
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
読
み
手
に
伝

わ
る
文
章
の
書
き
方
」「
デ
ザ

イ
ン
の
力
で
、
も
っ
と
伝
わ
る

議
会
広
報
誌
に
」「
最
優
秀
・

優
秀
賞
作
に
見
る
光
彩
を
放
つ

編
集
力
」
の
３
つ
で
、
プ
ロ
の

新
聞
記
者
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
講

師
が
、
実
際
の
紙
面
を
使
っ
て

の
講
義
で
あ
る
。

　

10
月
11
日
、
徳
島
県
松
茂
町
議
会
が
視

察
に
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
の
目
的
は
、
当
町
議
会
が
制

定
し
た
議
会
基
本
条
例
や
地
域
住
民
と
の

意
見
交
換
会
な
ど
の
議
会
改
革
の
活
動
を

知
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
来
町
さ
れ

た
議
員
の
方
々
か
ら
多
く
の
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
、
当
町
議
員
と
の
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

6
　
月

１
日　

第
２
回
六
戸
町
議
会
定
例

会
（
～
５
日
）

　
　
　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

５
日　

議
会
広
報
委
員
会

７
日
＊
第
９
回
六
戸
町
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大

会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会

18
日　

八
戸
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
現
地
視
察

21
日　

全
員
協
議
会

　
　

＊
十
和
田
地
域
消
防
安
全
管

理
者
協
会
総
会

24
日
＊
三
沢
地
区
消
防
団
連
合
観

閲
式

25
日
＊
青
森
中
央
学
院
大
学
に
て

議
長
講
演

26
日
＊
Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ
通
常
総
代

会

29
日
＊
北
奥
羽
開
発
促
進
協
議
会

定
例
総
会
及
び
50
周
年
記

念
講
演
会

30
日
＊
十
和
田
警
察
官
友
の
会
集

い
の
会

１
日　

横
浜
町
町
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典

６
日　

議
会
広
報
委
員
会

11
日
＊
全
国
地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
８（
～
12
日
）

12
日　

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修

会
（
青
森
市
）

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

第
３
回
六
戸
町
議
会
臨
時

会

19
日
＊
定
例
総
会

　
　
　

①
八
戸
・
十
和
田
・
小
坂

間
、
地
域
高
規
格
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　

②
八
戸
・
十
和
田
・
奥
入

瀬
ラ
イ
ン
整
備
促
進
期
成

同
盟
会

　
　
　

③
主
要
地
方
道
三
沢
十
和

田
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会

27
日
＊
郡
町
村
議
会
議
長
会
第
２

回
定
例
会

30
日　

行
政
視
察
研
修
（
長
野
県

佐
久
市
、
富
山
県
立
山
町
、

射
水
市
、
石
川
県
津
幡

町
：
～
８
月
２
日
）

10
日　

総
務
常
任
委
員
会

15
日　

六
戸
町
成
人
式

21
日　

総
務
常
任
委
員
会

28
日
＊
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

選
手
・
役
員
結
団
式

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

30
日
＊
秋
季
例
大
祭
前
夜
祭

31
日　

六
戸
秋
ま
つ
り

（
～
９
月
２
日
）

＊
印
は
議
長
の
み
出
席

議
会
の
う
ご
き
（
30
年
６
月
～
８
月
）

議
会
広
報
委
員
会　

研
修
報
告

　

研
修
で
学
ん
だ
事
を
要
約
す

る
と
、
文
は
主
語
・
述
語
を
し

っ
か
り
対
応
さ
せ
、
一
つ
の
要

素
で
一
文
。
句
読
点
の
意
味
と

使
い
方
。
あ
く
ま
で
読
み
手
側

の
立
場
で
の
文
章
作
り
。
タ
イ

ト
ル
や
リ
ー
ド
の
大
小
・
太

さ
・
飾
り
等
、
読
者
の
目
が
行

く
デ
ザ
イ
ン
。
５
Ｗ
１
Ｈ
の
Ｗ

ｈ
ｙ
で
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ

る
文
章
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
最
優
秀
賞
の
埼
玉
県
寄
居
町

議
会
と
６
年
前
に
視
察

し
た
優
秀
賞
の
山
形
県

川
西
町
議
会
は
、
さ
す

が
に
行
き
届
い
た
編
集

と
内
容
で
あ
っ
た
。

「
ろ
く
の
へ
議
会
だ
よ

り
」
も
更
な
る
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、

初
の
入
賞
を
目
指
し
て

研
鑽
し
て
参
り
た
い
。

町
民
の
皆
様
が
期
待
す

る
、
開
か
れ
た
議
会
に

向
け
て
。

議
会
広
報
委
員
長　

　
杉
山　
茂
夫

徳島県松茂町議会の皆さんと

「ろくのへ議会だより」の
ステップアップを目指す

　

町
の
こ
れ
か
ら
を
話
し
合
う
議
会

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

９
月
定
例
会
は
19
人
が
傍
聴
し
ま

し
た
。

問　

議
会
事
務
局
☎
55
―
４
５
４
７

10
会議は原則公開…決算特別委員会に限らず、町議会で行っている委員会や
　　　　　　　　議員全員協議会などの会議は原則公開しています。

議会用語
トピックス



若
者
と
の
意
見
交
換
会

こども園えがおの子どもたちによるアトラクションの一コマ。
おじいちゃん、おばあちゃんの前に並んでハイタッチ！
見ていてほっこりする瞬間でした。

選
挙

投
票
率

13　ろくのへ議会だより　No.98

　

9
月
14
日
、
六
戸
町
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

の
あ
と
、
各
小
学
校
１
年
生
の

子
ど
も
た
ち
３
人
が
「
大
好
き

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
。
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し

て
ね
」
と
作
文
を
発
表
し
ま
し

た
。
お
年
寄
り
を
思
う
気
持
ち

が
い
っ
ぱ
い
伝
わ
る
、
素
晴
ら

し
い
作
文
で
し
た
。
聞
い
て
い

る
私
た
ち
も
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
の
良
い
一
日
で
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
こ
ど
も
園
え
が
お

の
園
児
の
み
ん
な
が
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
披
露
し
て
、
楽
し
い

敬
老
会
で
し
た
。
元
気
で
長
寿

の
町
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。　

（
長
根　
一
男
）

大好きな
おじいちゃん・おばあちゃん

「若者」の生の声に耳を傾ける

●なぜ若者は選挙に行かない？
面倒くさい／政治に興味がない／投票所の雰囲気が堅い／投票するメリット
を感じない／近くに投票所がない

●どうすれば若者が行きたくなる？
若者が立候補する／雰囲気づくり(買い物しながら、友達と気楽に行ける)／
投票を義務化。投票しない人は罰金／小・中学生から教育／投票した人にプレ
ゼント／インターネット投票／普段から議員と若者が話し合える場を作る

●これから取り組みたいこと
若者と議員の意見交換会を実施／子ども議会を開き、実際に出たアイデアを
町の政策に活かす／家庭で話題に取り上げる／小・中学校の授業に取り入れ
る(社会科見学など)／ＳＮＳで行政や議会を発信する

　一方的な話だけを聞くのではなく、みんな
の意見を聞いて考える今回の意見交換会は
とても貴重でありがたかったです。
　皆さんから聞いた意見をもとに、明るい選
挙推進協議会もがんばります！

町明るい選挙推進協議会

会長　盛田 嘉彦さん

選挙、政治、行政に関心を持つ子ども達を町に増やすために、
これから取り組みたいことをグループ内で発表

若
者
の

意見を聞ける
場が貴重

　

９
月
６
日
、
町
議
会
は
町

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委

員
、
青
森
中
央
学
院
大
学
の

大
学
生
、
町
役
場
の
若
手
職

員
と
意
見
交
換
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
18
歳

選
挙
権
で
創
る
町
の
未
来
」。

若
者
の
選
挙
投
票
率
を
上
げ

る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い

か
６
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

さ
せ
る
に
は
？

ア
ッ
プ

12人

９人
×

×

ギカイ

青森中央
学院大学

６人
明るい選挙
推進協議会

　
「
な
ぜ
若
者
は
選
挙
に
い

か
な
い
か
」「
ど
う
す
れ
ば

若
者
が
行
き
た
く
な
る
か
」

「
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
」

の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も

と
に
、
話
し
合
い
を
展
開
さ

せ
、
た
く
さ
ん
の
意
見
や
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

11
最終決定は議会で…委員会で決算を認めたら、最後に議会の本会議で決算を認定してよいか決めます。
　　　　　　　　　議場で半数以上の賛成があって、初めて決算は認定となります。

議会用語
トピックス



　　

　　

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

編
集
後
記
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町民
の声

　

皆
さ
ん
は
【
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
】

を
ご
存
知
で
す
か
。
【
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
】
と
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
の
略
称
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
ビ

デ
オ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
対
戦
を

ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
捉
え
る

際
の
名
称
ら
し
い
で
す
。

　

２
０
２
２
年
に
中
国
で
開
催

さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ジ

ア
版
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
正

式
種
目
に
も
決
定
し
て
お
り
、

９
月
に
は
、
青
森
市
で
初
大
会

が
開
催
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
な
ん
だ
か

ら
、
家
の
中
に
ば
か
り
い
な
い

で
何
か
し
な
さ
い
」

　

「
大
丈
夫
、
今
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
し
て
る
か
ら
」

　

近
い
将
来
、
こ
ん
な
親
子
の

会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

広
広
報
委
員　

種
市　

正
孝

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
杉
　
山
　
茂
　
夫

副
委
員
長
　
種
　
市
　
正
　
孝

委　
　

員
　
河
　
野
　
　
　
豊

川
　
村
　
重
　
光

高
　
坂
　
　
　
茂

長
　
根
　
一
　
男

発
行
責
任
者

議　
　

長
　
円
　
子
　
德
　
通

　今回は、小松ケ丘
連合町内会祭典委員
長の吉田敏宏さんで
す。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
よ
し
だ
　
と
し
ひ
ろ
）

　

小
松
ケ
丘
地
区
在
住
。
三
沢
市
出
身
。
31
歳
の
と
き
に

福
祉
関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
。
現
在
は
、
小
松
ケ
丘
地
区

の
福
祉
施
設
の
施
設
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

　

町
を
盛
り
上
げ
る
任
意
の
団
体
『
６
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
′
ｓ

（
シ
ッ
ク
ス
・
ド
ア
ー
ズ
）
※
』
の
活
動
を
通
じ
、
新
興
地

域
の
小
松
ケ
丘
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
。

　

小
松
ケ
丘
連
合
町
内
会
祭
典
委
員
長
に
就
任
し
、
町
中

心
部
か
ら
離
れ
た
小
松
ケ
丘
で
も
、
地
区
の
子
ど
も
達
が

六
戸
秋
ま
つ
り
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
「
子
ど
も
み
こ
し
」

の
参
加
を
呼
び
か
け
、
１
３
０
人
以
上
が
製
作
に
携
わ
り
、

40
人
の
子
ど
も
達
が
担
ぎ
手
と
し
て
参
加
し
た
。
同
地
区

初
の
秋
ま
つ
り
参
加
に
こ
ぎ
着
け
た
。
休
日
は
ド
ラ
イ
ブ

を
兼
ね
て
妻
と
温
泉
巡
り
を
楽
し
む
。
41
歳
。

吉
田 
敏
宏
さ
ん

子
ど
も
達
に「
六
戸
」を

知
っ
て
ほ
し
い

　

三
沢
市
か
ら
小
松
ケ
丘
地

区
に
移
住
し
て
６
年
経
ち
ま

す
が
、
六
戸
町
に
住
ん
で
い

る
感
覚
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

で
す
。
町
内
会
で
も
六
戸
の

秋
ま
つ
り
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

今
、
小
松
ケ
丘
に
住
ん
で
い

る
子
ど
も
達
は
故
郷
を
知
ら

な
い
で
生
き
て
行
く
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
六
戸
の
お
祭
り

に
子
ど
も
達
が
関
わ
っ
て
町

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
将
来
、
故
郷
、

六
戸
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

秋
ま
つ
り
の
参
加
は
我
々

小
松
ケ
丘
連
合
町
内
会
単
独

で
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
秋
ま
つ
り
の
参
加
の

き
っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
６

ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
’ｓ
（
シ
ッ
ク
ス
・

ド
ア
ー
ズ
）
と
、
み
こ
し
製

作
に
協
力
し
て
く
れ
た
楓

（
か
え
で
）
組
、
子
ど
も
達

と
普
段
か
ら
携
わ
っ
て
い
る

大
曲
小
学
校
学
童
保
育
所
の

方
々
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
本

当
に
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

連
合
町
内
会
も
有
志
の
方

が
た
く
さ
ん
手
伝
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
小
学
生
だ
け

で
は
な
く
、
兄
弟
姉
妹
の
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

住
ん
で
い
る
み
ん
な
が

携
わ
れ
る
祭
り
に

　

祭
り
に
参
加
し
て
、
子
ど

も
達
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

最
初
は
祭
り
自
体
を
分
か

ら
な
い
子
ど
も
達
が
、
初
め

て
の
み
こ
し
づ
く
り
を
通
じ

て
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
み
こ
し

を
作
っ
て
い
る
」
と
い
う
意

識
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
２
か
月
で
子
ど
も
達
の

成
長
を
直
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

保
護
者
の
方
々
も
、
こ
の

よ
う
な
機
会
が
な
か
っ
た
と

言
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
来

年
は
も
っ
と
多
く
の
方
が
携

わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

聞
き
手
　
杉
山
委
員
長
　

種
市
副
委
員
長

︵

︶

六戸秋まつりに参加した子どもみこし。お揃いの法被を
着た子ども達は「ワッショイ！ワッショイ！」。担ぎ手
の威勢のよい声に、会場は盛り上がりを見せました。


